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第５学年 道徳学習指導案 

                             平成２８年６月２９日（水） 第５校時 

 

１ 主題名   自分の心に誠実に   １－（４） 

２ 資料名   手品師       （出典 「みんなのどうとく」学研）  

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について 

  本主題は、第５学年及び第６学年の内容項目１－（４）は「誠実に、明るい心で楽しく生活する。」をねら

いとしている。これは、中学年の「過ちは素直に改め、正直に明るい心で元気よく生活する。」を受け、中学

校の「自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果に責任をもつ。」へと発展していく。 

  人間にとって誠実に生きることは、自分自身に向けられた大きな課題であり、高学年の段階においては、自

分に対する誠実さを高めていくことが大切である。自分の心に正直に、他人に誠実に行動することは、お互い

の信頼関係を深め、明るいよりよい社会をつくる上で大切なことである。自分の心に対していつも誠実に行動

し、明るく快活に生活していこうとする心情を育てたいと考え、本主題を設定した。 

 

（２）児童の実態について 

  児童は、友達との関係で、集団生活の中では他人の行動や考えに左右されたり、自分の利害関係にとらわれ

て、うそをついたりすることもあり、自分の生き方、在り方を支えていくような信念が確立されていない状況

にある。 

  本学級の児童は、男女ともに明るく、相手のよさを認め、お互いに協力し合うことができる。しかし、教師

に注意を受けたり、何か失敗したりすると、自分の立場が不利にならないよう責任を他人に転嫁したり、その

場しのぎの言い訳や嘘を考えてごまかしたりすることもある。そこで、自分の言動に責任をもつことの大切さ

や、誠実な心で人に接することができるよう指導してきた。 

  本授業を行うにあたって、以下のような意識調査を実施した。 

 

                             【意識調査結果   ５月２５日 実施】 

１ ２つのうちの、どちらか１つを選ばなければならないとき、あなたはどんなことが多いですか。 

  ・すぐにどちらかを選べることが多い。     40.6% 

  ・迷ってしまい、なかなか選べないことが多い。 59.4% 

 

２ どちらかを選んだ後は、どんな気持ちになりますか。 

  ・すっきりして嬉しい      50.0%    ・モヤモヤする      9.4% 

  ・本当によかったのかなと悩む 21.9%    ・後悔する        3.1% 

  ・不安になる         15.6% 

 

３ 今まで、どちらか１つを選ばなければならないようなことがありましたか。 

  ・ある 90.6%     ・ない 9.4% 
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４ 「ある」と答えた人に聞きます。それはどんなことでしたか。 

  ・習い事に関すること   28.1%  ・食べ物に関すること    15.6% 

  ・買い物に関すること   21.9%  ・出かける場所に関すること  12.5% 

  ・遊ぶ内容に関すること  21.9%    ・洋服や靴に関すること    9.4% 

 

  上記の意識調査の結果から、今までにほとんどの児童が、どちらか１つを選択する場面を経験している。ま

た、どちらかを選択した後、半数の児童は、すっきりして晴れ晴れとした気持ちになると答えているが、これ

でよかったのか悩むと答えている児童も半数いる。 

  これらの意識調査の結果を踏まえ、本時では、後悔しないためには、自分の心に正直に生きることの大切さ

と、さらに相手のことを考え、相手に対していつでも誠実な心で接することが結果的に、自分の心を明るくす

ることに気づかせ、誠実に明るい心で生活するための判断力を育てたい。 

  

（３）資料について 

  本資料は、腕はいいがあまり売れない手品師の話である。主人公の手品師は、出会ったばかりの男の子を手

品で励まし、翌日もその子と会う約束を交わす。ところが、その日の夜、手品師に大劇場のステージへの誘い

が舞い込む。迷いに迷った手品師は、結局友人からの誘いを断り、翌日も小さな町の片隅で男の子１人を相手

に次々と素晴らしい手品を演じるという内容である。 

  本時では、話し合いを中心にした授業展開を考え、資料を最後まで読まずに、手品師が「男の子と交わした

約束を守るのか。」それとも、「自分の夢である大劇場のステージに立つことを選ぶのか。」という心の葛藤

場面までとする。そこからは、手品師を自分に置き換え、自分が手品師だったら、どちらを選択するのかを考

えさせたい。この時、なぜそのように選択をしたのか決断理由を表現することで、自分の正直な気持ちに気付

かせたい。そしてさらに、自分がどちらか一方を選んだことに迷いはないか、児童の心に揺さぶりをかけ、決

断したのに気持ちがすっきりしないのはなぜなのかを話し合わせることで、男の子や、友人に対して自分がと

るべき行動や、どんな対応をしなければいけないかを考えさせる。そして、相手の気持ちを思いやること、相

手に対して誠実になることが大切であることに気付かせていきたい。手品師にとっての夢の実現は人生の大き

な目標であるがゆえに、そう簡単に投げ出せるものではない。しかし、男の子との約束も守りたい。後悔しな

いために、自分の気持ちに正直に選ぶことの大切さと、相手に対する誠実さの両方がそろった時に本当にすっ

きりした気持ちになることに気付かせたい。自分の言動に責任をもつことの大切さや、誠実に生きることの素

晴らしさを感じ取らせるとともに、誠実に明るい心で生活しようとする心情をこの資料を通して育てたい。 

  「見つめる」段階では、気持ちよく過ごすためには、どんなことが大切なのか本時の学習で学んだことを書

くことで、今までの自分を見つめ直し、これからは、どんな時も自分に正直に、相手に誠実な心で接してして

いこうとする価値や信念をもたせていきたい。 
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４ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前指導  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の時間  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後指導 

（４月 学級活動） 

・学級開きでは、お互いのよい所を尊

重し合い、高学年として自分の言動

に責任をもち、誠実な心で人に接し

ようとする態度を育てる。 

（５月 学校行事 運動会） 

・係活動を通して、自分の役割分担に

責任をもって取り組む。 

（４・５月 総合的学習） 

・「黒浜プロジェクト」では、黒浜沼

について指導していただいたゲスト

ティーチャーの方々に対して常に誠

実な態度で接することができるよう

にする。 

（通年） 

・委員会活動 

・通学班 

・縦割り班活動 

・係、当番活動 

（４月） 

資料名「心のブレーキ『くつそろえ』」 

・生活習慣の大切さを知り、 自分の行動

を見つめ直し、よりよい生活を送ろうと

する心情を養う。 

（５月） 

資料名「心の中の龍」 

・自己の生き方を見つめ、よい所を伸ばし

、悪い所を改め、よりよい自分を築いて

いこうとする心情を育てる。 

（７月 林間学校） 

・お互いの信頼関係を深め、迷

惑をかけないように、誠実に

行動するためにはどのように

すればよいのかを考える。 

（９月 体育） 

・ボール運動の学習の中で審判

の判定を受け入れたり、フェ

アプレーを心がけたりする大

切さに気づかせ良心に従って

行動しようとする意欲を高め

る。 

（１０月児童会活動） 

・黒浜ウォークラリーでは、高

学年としての自分の役割を知

り、自分の言動に責任をもち

、誠実に行動する大切さを考

える。 

（６月）本時 

資料名「手品師」 

・自分の言動に責任をもち、いつも誠実な

心をもって人に接しようとする気持ち

を育てる 

（１２月） 

資料名「うばわれた自由」 

・自由の大切さを理解し、自他の自由を尊

重しながら、規律ある行動をとろうとす

る態度を育てる。 

 

 

                                       

家庭との連携 

・学級通信や懇談会等を通して、児童が学校生活の中で自分の言動に責任をもって行 動できたことや、誠実に

取り組めたことについて知らせる。 

・授業参観で道徳の授業を行い、家庭でも内容について話題にしてもらう。 

 

 

５ 本時の学習指導 

（１）ねらい 

  自分の言動に責任をもち、いつも誠実な心をもって人に接しようとする心情を育てる。 
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（２）展開 

段階 

 

学習活動と主な発問 

 

予想される児童の反応 

 

・指導上の留意点 

☆評価の観点(評価方法) 

時間 

資料 

 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とら

える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 資料「手品師」について知

る。 

・登場人物の条件・状況を知る

。 

 

 

 

 

 

・資料の前半部分の読み聞かせ

を聞く。 

 

 

 

   

５分 

 

短冊 

 

 

 

 

 

 

資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登場人物： 手品師 

      小さな男の子 

条件・状況：手品師は、うではいいが、あまり売れない。 

      大劇場に出るチャンスが来るが、男の子と手品を見せる約束 

      をしていたため、迷う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登場人物、条件・情況をしっかりおさえ

る。 

・手品師の思いを感じながら聞くようにさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主人公の手品師の思いを中

心に話し合う。 

 

○男の子にまた来ることを約束

した時、手品師はどんなこと

を思っただろう。 

 

 

 

 

 

 

・自分の手品で、明るさを取り戻

せてよかった。 

・明日も手品を見せてやり、もっ

と元気になってほしい。 

 

 

 

 

・自分の手品を見て、喜ぶ男の子の姿に、

自分も嬉しくなる手品師の心に共感さ

せる。 

 

 

 

27分 

 

 

 

場面絵 

短冊 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

場面絵 

短冊 

 

ワークシー

ト 

 

 

  学習課題 

    手品師はどうすれば気持ちよくすごせるでしょうか。 

 

 

 

○友人から大劇場出 演の依頼

を受けて「迷いに迷った」 

 手品師。自分だったらどうす

るか考えよう。 

 

 

 

  

・友人からの電話に、男の子のところに行

こうか、大劇場に行こうか、と迷ってい

る手品師の心の葛藤について、共感させ

る。 

・２つの選択に対して、どちらの思いが強

いか、判断理由に焦点を当てて考えさせ

、ワークシートに書かせる。 

 

 

男の子のところに行く  

 

・もっと元気づけたい。 

・自分の手品を楽しみに待ってい

る。 

・「きっと行く。」と言った約束

を破るわけにはいかない。 
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○男の子のところに 行くか、

大劇場に行くか、どちらかを

選んだ手品師は今、気持ちよ

く過ごせているか考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

○約束を果たせなかった人に対

してどうするか考えよう。 

 

  大劇場に行く  ・自分の考えに近い場所にネームプレート

を貼らせる。 

・同じ意見と異なる意見を交流させた後、

お互いのよいところを発表させる。 

・迷っている児童には、発表を聞いて考え

が変わったかどうかを聞く。 

 

・男の子との約束を守り、男の子の前で手

品を演じる手品師と、大劇場に行き大勢

の観客の前で手品を演じる手品師の気

持ちは晴れ晴れとしているか考えさせ

る。 

・自分の正直な心に従って選択した喜びを

感じとらせるとともに、本当にすっきり

したのか問い返し、すべての人に真心を

もって接することが誠実につながるこ

とに気づかせる。 

 

・自分の気持ちに正直になると同時に、相

手のことを考える大切さに気づかせる。 

 

ネームプレ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の夢を実現させたい。 

・このチャンスを逃したくない。 

・スポットライトをあびて手品が

したい。 

 

 

・男の子との約束は守れたが、大

劇場で手品をしてみたかった。 

・男の子を裏切らずに すんでよ

かったけど、自分の夢は叶える

ことができなかった。 

・大勢のお客さんの前で手品がで

きてよかったけど、男の子の 

ことが心配。 

・自分の夢がかなって嬉しい。で

も、今頃、男の子はどうしてい

るかな。 

・男の子や連絡をくれた友人に謝

ろう。 

 

 

 

見つ

める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習したことを 振り返り

、課題について考える。 

○手品師はどうすれば気持ちよ

く過ごせるのでしょうか。 

 

 

 

 

○今までの自分を振り返り、本

時の学習を通して学んだこと

を書いてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

・男の子との約束を守った後、電

話をくれた友人に感謝のお礼 

をする。 

・男の子に約束を守れなかったこ

とを謝り、大劇場に招待したい 

 

・今までのぼくだったら、大劇場

に行って夢を果たせてよかった

と思うだけで、男の子のことを

考えなかったような気がします

。これからは、約束が果たせな

かった人に対してどうするかも

考えたいです。 

 

 

・後悔しないように、自分の気持ちに正直

に生きることや、相手には誠実に対応す

ることの大切さについて考えさせる 

 

 

 

・今までの自分のことを見つめ直し、これ

からの自分の生活に生かせるようにさ

せる。 

☆誠実な心で生活していこうという意欲

を高めることができたか。（ワークシー

トの記述） 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシー

ト 
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終

末 

 

 

あた

ため 

４ 教師の話を聞く。 

 

 

 

・これからは自分のことだけでな

く、相手のことも考えて行動 

しよう。 

・相手に対して、誠実に対応することの大

切さを話し、印象深くしめくくる。 

 

３分 

 

 

 

 

６ 評価の観点 

 ○児童側の観点 

 ・手品師の気持ちに共感し、自分なりの考えをもつことができたか。（発言・観察） 

 ・自分の言動に責任をもち、どんな時も誠実な心をもって生活しようとする思いを高めることができたか。（ワ

ークシートの記述・発言） 

 ○教師側の観点 

 ・児童が手品師の気持ちに共感できるような授業の展開ができたか。（発言・観察） 

 ・話し合い活動は児童の考えを深め、友達の考えを知るために効果があったか。 

                         （ワークシートの記述・発言） 

 

 

７ 板書計画 

 
 

手
品
師 

手品師はどうすれば気持ちよくすごすことができるのでしょうか。 

手
品
師 

ひ
と
り
ぼ
っ
ち 

う
で
は
い
い
が
、
あ
ま
り
売
れ
な
い 

そ
の
日
の
パ
ン
を
買
う
の
も
や
っ
と 

大
劇
場
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
夢 

男
の
子 

大
劇
場
に
行
く 

男
の
子
の
と
こ
ろ
に
行
く 

自分に正直になる     相手のことを考える 

迷
い
に 

迷
っ
た 
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